












































































































川内 眷三 著　（2017 年 12 月発刊）
「古墳と池溝の歴史地理学的研究」










　折りからこの本の発刊後，2019 年 7 月 6 日ユネス
コの世界文化遺産に，まさにこの地「百
も ず
舌鳥・古市古
墳群」が登録された．著者の研究成果もその指定の一
助になったのではないかと思えば，誇らしい気がす
る．多くの人に興味を持って読んでいただきたい．
　遺物や文献資料が多く存在する近代，近世の環境復
元は説得力のあるものであるが，さらに時代を遡り，
中世や古代の証明となると資料も限られて，池溝成立
の推定も困難をきわめる．歴史学の分野ではそれぞれ
の学派の主張もあって，他の歴史研究者からの批判
や，異見も多い事であろう．歴史地理学の課題である
過去の推定，暗中を模索しながらどこまで真実に近づ
き得るか，推理と証明を重ねる研究の過程が読み取れ
る．地形や土地条件の考察と文献との比較作業等は労
苦が多いが，地理学からのサポートなしにはこの分野
は進行し得ないと感じた．今後も歴史地理学を専攻す
る多くの学生に、この分野の後継者になって欲しいと
願う、と同時に本著書がそのきっかけのひとつになれ
ば望ましいことであると思う．
	 （細田　浩）
